
平 成 ３０年 度 事 業 報 告 書 

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで） 

 

１ 法人の概要 

  名 称  学校法人 松江幼稚園 （昭和５６年４月１日法人設立） 

  理事長  額田 光昌 

  住 所  和歌山市松江中３丁目１番３５号 

  電 話  ０７３‐４５３－００５０  ＦＡＸ ０７３－４５３－００９９ 

  設置校  まつえ幼稚園（昭和２４年１０月１日創立） 

  役 員  理事 １２名、監事 ２名  評議員 ２５名 

  理事会  ３回開催          評議員会 ３回開催 

  職員数  園長 １名 

       教頭 １名    

       教務主任 １名 

       教諭 １７名 

       パート教諭 １３名  添乗員 ４名 

   事務長 １名 

   事務員 ２名 

   委託職員 運転手 ４名   

 

２ 事業の概要 

(1) 教育方針 

 本園は、子ども一人ひとりを見つめ、発達段階に応じて、子どもの主体的な活動を促し、自発的な遊

び活動を通して、知・徳・体の調和のとれた保育により、生きる力を身につけた子どもの育成をめざし

ます。 

(2) 事業内容 

① 幼児教育事業（年長・年中・年少・満三歳児） 

② 早朝預かり（７：３０～）、延長預かり（～１７：３０） 

   長期休暇中預かり（春休み・夏休み・冬休み）事業 

③ 満２歳児預かり（まつっこキッズ）事業 

   １０：００～１３：００（月・木）（火・金） 

(3) 事業報告≫ 

 幼幼稚園は開園してから７０年が経ちました。周辺地区の幼い子どもたちが健やかに、そして立派

な大人へ成長していけるよう私たちは幼児教育に力を注いできました。 

 平成３０年度も教諭一人ひとりが一生懸命に保育や研修に取り組み、事業も順調だった。 

 公認会計士による監査と監事による監査の結果、財務は適正に行われている報告を受けている。 

 未入園児の遊ぼう会 年３回延べ２９９名参加（大雨警報のため１回中止。 

(4) 在園児数 

               令和元年度定員及び在園児数          



(5) 保育の計画性・保育の在り方 

 しつけの３大原則「挨拶をする」「履物をそろえる」「ハイとはっきり返事」が大切だと考えています。

子どもたちが、いろいろな行事・遊び・生活体験を積み重ね生涯にわたる人間形成の基礎を培い、自立

し、他者と協働しながら、創造的に生きていくために必要な能力が身につくよう指導と援助を行い保育

しています。 

(6) 教員の資質向上 

 幼児に寄り添う人的環境として、良質な教諭が安定して長期に関われる体制を作ることが重要である。

そのために自己の教育のあり方について毎学期自己評価を行い、日々研鑽して質の向上を図っている。

また、様々な研修を行い５領域に分けて研究し、毎学期発表している。 

５領域の各部会の研究テーマ 

 領域名 研究テーマ 

１ 健康 子ども達の柔軟性が養われることで、バランス感覚や運動遊びの様子がどう変化し 

ていくかを追う 

２ 人間関係 人と関わることでどのような変化（成長）が見られるか追う 

３ 環境 数量、文字、図形などの遊びを通して子ども達がどのように変化していくのか 

４ 言葉 様々な経験を通して、子ども達の言葉がどう変化していくのかをみる 

５ 表現 音楽、音、歌に出会った子ども達が気付いたり感じたことをどのように表現し、遊 

びに取り入れていくかを追う 

(7) 地域との連携 

幼稚園や家庭を包む地域は、子どもが異なる世代の人々と交流し、様々な体験や遊びを通して協調性

や生活の知恵を学ぶことにより、社会性や豊かな人間性を育む場として大きな影響力を持っている。幼

稚園、家庭、地域が連携協力しながら地域社会全体で子どもの育ちを支えていく必要がある。 

・高齢者との交流・・・思いやり等「道徳心」を養う幼児教育実践のため高齢者の方々と交流して 

いる。 

           福祉施設等における訪問（年１回）、来園など積極的な参加（年６回）。 

           手遊びや歌、けん玉、ダンス等をした。子ども達も緊張したみたいですが、 

良い経験になったと感じた。 

・小学校との交流・・・地域の小学校と子どもの学習や生活態度について、先生同士で情報交換し 

たり、子どもの実態と教育課題についての共通理解を深めるための懇談会 

を開催している。 

           一緒に公園でどんぐりや落ち葉拾いに行ったり、入学前には学校の中や授 

業を見せてもらったり、幼児と児童が交流している。ランドセルをかけさ 

 
定 員（人） 

在 園（人） 
備考 

園児数 ｸﾗｽ数(ｸﾗｽ) 

年 長 １００ １１０ ４  

年 中 １００ ９３ ４  

年 少 １００ １０１ ４  

満３歳児 ２０ ２０ １ ６月から 



せてもらい、１年生になる喜びと期待を膨らませた。 

・地域との交流・・・・園解放、事前音楽会には地域の方にもお知らせしている。 

地域の避難訓練や様々な活動に幼稚園として積極的に参画し、社会教育と 

の連携を深める。 

地域の方々のご厚意により毎年さつまいもや大根を植えていただいてま 

す。 

地域の独居高齢者「ふれあい会」でも園児が歌や手遊びを一緒にして過ご 

している。 

地域の方々が温かみのある木の手作りのおもちゃや、どんぐりに色をつけ 

たコマを作っていただいてます。 

運動会や愛育会まつり等でも交通整理や不審者がいないか等の見回りを 

していただいてます。 

(8) 安全管理 

・地震、火事等の避難訓練(予告あり、予告なし)を計画的に実施するとともに、日頃からバスからの避

難訓練、早朝預かり保育や保育後の預かり保育での避難訓練、引き渡し訓練を実施し、災害時には教

職員の指示を聞き適切な行動が素早くとれるよう様々な避難訓練を実施している。 

・ＡＥＤもいざという時に誰でも使用できるように使い方の勉強や、毎月機械の点検をしている。 

・教員も非常ブザーを腰に携帯していて、月１回電池切れしていないか点検している。 

・犯罪から子どもたちや職員等の命を守るため、ボタンを押すだけで警察へ通報出来る「１１０番 

直結非常通報装置」を設置している。 

北警察署に依頼し不審者訓練を実施。不審者に扮した警察官が門扉横のドアフォンを押したが、 

警戒した幼稚園職員が解錠しなかったため不審者は門扉を越えて侵入、刃物のようなものを見せ 

職員を脅してきた。緊迫した状態だったので訓練が終わった後も怖い思いをした。職員はそれぞ 

れの役で懸命に対応した。また別の場所からの侵入も想定し、続いて２回目の訓練もお願いして 

行った。 

・園の施設・設備・遊具等の安全点検を毎学期確認し、改善している。 

・砂場も月１回消毒している。 

・アレルギー疾患の理解とアレルギー疾患のある子どもを把握し、特に食物アレルギーのある子どもに

は保護者に詳しい情報の提出を求め、教職員で把握できるようにしている。 

・平成３０年度から学校薬剤師を配置し、一般的に環境衛生に関する指導、騒音や照明の明るさの 

検査、医療品の管理、水泳用プール、教室の空気、飲料水などの検査をする。 

 

 

３ 財務の概要 

(1) 決算の概要 

① 貸借対照表の状況と経年比較 



 

② 資金収支計算書関係 

 

平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 平成２７年度 平成２６年度

固定資産 582,828,389 648,996,693 636,713,826 619,680,720 614,382,063

流動資産 154,553,085 61,376,614 67,233,939 68,378,845 66,301,708

資産部の合計 737,381,474 710,373,307 703,947,765 688,059,565 680,683,771

固定負債 0 0 0 0 0

流動負債 11,624,199 8,143,508 1,149,242 1,805,394 632,548

負債の部合計 11,624,199 8,143,508 1,149,242 1,805,394 632,548

基本金 673,179,618 679,040,786 677,410,458 679,601,466 678,852,883

繰越収支差額 52,577,657 23,189,013 25,388,065 6,652,705 1,198,340

純資産の部合計 725,757,275 702,229,799 702,798,523 686,254,171 680,051,223

負債及び純資産の
部合計

737,381,474 710,373,307 703,947,765 688,059,565 680,683,771

収入の部 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 平成２７年度 平成２６年度

学生生徒等納付金収入 49,279,650 50,120,250 53,602,500 52,547,700 62,927,442

手数料収入 149,000 114,000 114,000 133,000 126,000

寄付金収入 530,000 724,000 315,000 491,000 472,000

補助金収入 58,627,300 102,980,300 104,007,209 96,781,560 88,508,558

資産売却収入 0 650,540 0 0 6,005,400

付随事業･収益事業収入 6,396,175 6,433,638 6,659,779 6,986,037 6,793,380

受取利息･配当金収入 7,827 23,613 71,887 1,603,240 83,373

雑収入 10,795,342 6,092,416 2,119,845 1,072,683 395,124

借入金等収入 0 0 0 0 0

前受金収入 0 0 0 0 0

その他の収入 194,106,534 102,522,584 90,259,978 84,758,701 79,357,730

資金収入調整勘定 △ 52,060,700 △ 4,478,425 △ 806,250 △ 990,350 △ 329,000

前年度繰越支払資金 56,004,826 65,122,005 65,670,490 65,918,612 70,117,263

収入の部合計 421,780,354 330,304,921 322,014,438 310,572,576 310,402,904

支出の部 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 平成２７年度 平成２６年度

人件費支出 111,052,060 100,459,538 95,027,855 96,461,341 93,205,024

経費支出 48,253,369 53,492,654 40,350,930 41,231,200 42,580,617

借入金当利息支出 0 0 0 0 0

借入金当返済支出 0 0 0 0 0

施設関係支出 63,561,600 0 1,026,864 0 0

設備関係支出 1,162,058 6,032,558 10,961,728 2,277,545 8,009,331

資産運用支出 4,827 20,005,598 20,011,597 20,011,236 20,083,091

その他支出 107,103,040 102,393,701 91,052,561 87,082,226 81,887,925

資金支出調整勘定 △ 11,367,943 △ 8,083,954 △ 1,539,102 △ 2,161,462 △ 1,281,696

翌年度繰越支払資金 102,011,343 56,004,826 65,122,005 65,670,490 65,918,612

支出の部合計 421,780,354 330,304,921 322,014,438 310,572,576 310,402,904



③ 事業活動収支計算書の状況と経年比較 

 

平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度

事業活動収入の部

学生生徒等納付金 49,279,650 50,120,250 53,602,500

　手数料 149,000 114,000 114,000

　寄付金 530,000 724,000 315,000

　経常費等補助金 111,760,700 102,980,300 104,007,209

　付随事業収入 6,396,175 6,433,638 6,659,779

　雑収入 10,795,342 6,092,416 2,119,845

　教育活動収入計 178,910,867 166,464,604 166,818,333

事業活動支出の部

　人件費支出 111,052,060 100,459,538 95,027,855

　経費支出 60,022,829 52,577,075 55,318,007

　徴収不能額等 0 0 0

　教育活動支出計 171,074,889 153,036,613 150,345,862

教育活動収支差額 7,835,978 13,427,991 16,472,471

事業活動収入の部

　受取利息･配当金 7,827 23,613 71,887
　その他教育活動
　外収入

0 0 0

　教育活動外収入計 7,827 23,613 71,887

事業活動支出の部

　借入金当利息 0 0 0
　その他教育活動
　外支出

0 0 0

　教育活動外支出計 0 0 0

教育活動外収支差額 7,827 23,613 71,887

経常収支差額 7,843,805 13,451,604 16,544,358

事業活動収入の部

　資産売却差額 0 650,540 0

　その他特別収入 44,811,000 0 0

　特別収入計 44,811,000 650,540 0

事業活動支出の部

　資産処分差額 29,127,329 4 299,994

　その他特別支出 0 14,670,864 0

　特別支出計 29,127,329 14,670,868 299,994

特別収支差額 15,683,671 △ 14,020,328 △ 299,994

23,527,476 △ 568,724 △ 5,756,743

基本金組入額合計 0 △ 1,630,328 2,489,928

当年度収支差額 23,527,476 △ 2,199,052 △ 3,266,815

前年度繰越収支差額 23,189,013 25,388,065 0

基本金取崩額 5,861,168 0 △ 12,880,936

翌年度繰越収支差額 52,577,657 23,189,013 △ 16,147,751

　（参考）

事業活動収入計 223,729,694 167,138,757 4,517,639

事業活動支出計 200,202,218 167,707,481 10,274,382
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